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研究成果の概要（和文）：本研究は英語コミュニケーション能力を備えたアバターを人工知能（Artificial  
Intelligence, 以下AI）を用いて製作し，試験的に小学校の英語教育に導入することで，現場でのAIの活用と，
教員との「共存」の可能性を探ったものである。その結果現場教師には少なからずAIに対する嫌悪感があるこ
と、児童はAI使用に対して期待と好感を持っていること、AIを利用することで児童の会話力に改善が見られる可
能性があることなどが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study explored the possibility of using artificial intelligence (AI) in
 the elementary schools and its "coexistence" with teachers by creating an avatar equipped with 
English communication skills using AI and introducing it into English education at elementary 
schools on a trial basis. The results are as follows: (i) some teachers in elementary schools have 
an aversion to AI, (ii) students have high expectations and favorable feelings toward the use of AI,
 and (iii) English skills of students in elementary schools can, in fact, be improved by studying 
with AI. 

研究分野： 英語教育学

キーワード： 人工知能（AI)　小学校外国語教育　指導と評価の一体化　パフォーマンステスト

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は英語コミュニケーション能力を備えたアバターをAIを用いて開発し，実際に小学校の外国語教育に導
入することで，現場でのAIの活用と，教員との「共存」の可能性を探ったものである。その結果として，教員に
は少なからずAIに対する嫌悪感があること，一方児童はAIを使用することで英語コミュニケーション能力改善に
期待感を持っており，実際その効果が見られることなどが明らかとなった。
　これより，今後小学校外国語教育の現場にAIを導入する場合，AIが現場教員の頼りになるパートナーとして機
能することを明らかにすることで，嫌悪感を払拭し，AIと教員の「共存」が実現できる可能性があると考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 本研究が開始されたのは 2019 年度からである。2017 年に学習指導要領が改訂されたことに
伴い，2020 年度から史上初めて小学校 5・6 年生で外国語が教科化され，3・4 年生から外国語
活動が実施されることとなっていた。2018 年度，2019 年度はその移行期にあたっていた。この
ような状況下で，以下のような解決すべき問題点が挙げられていた。 
 
(1) 主たる指導者である担任教師の英語力不足 
(2) Assistant Language Teacher（外国語指導助手，以下 ALT）の人数不足 
(3) 離島等のへき地・小規模校と中・大規模校との指導環境格差 
(4) 教科化に伴うパフォーマンス・テスト（スピーキング）実施の困難さ 
 
また，小学校学習指導要領総則（平成 29 年 3 月版）の冒頭ページには，初めて以下のように

人工知能（以下 AI）についての言及があった。 
 
（前略）こうした変化の一つとして,人工知能(AI)の飛躍的な進化を挙げることができる。人工知
能が自ら知識を概念的に理解し,思考し始めているとも言われ,雇用の在り方や学校において獲
得する知識の意味にも大きな変化をもたらすのではないかとの予測も示されている。このこと
は同時に,人工知能がどれだけ進化し思考できるようになったとしても,その思考の目的を与え
たり,目的のよさ·正しさ·美しさを判断したりできるのは人間の最も大きな強みであるというこ
との再認識につながっている。 
 
このように，教育の世界でも AI とどのように向き合って行くかが問われることとなった。 
本研究は以上のような状況を踏まえ，①～④の問題を解決するために，英語コミュニケーショ

ン能力を備えたアバター（分身キャラクター）を AI を用いて製作し，試験的に小学校の英語教
育に導入することで，現場での AI の活用と，教員との「共存」の可能性を探るものである。 
 
 
２．研究の目的 
外国語教育に関して，「スマホの翻訳機能さえあれば外国語教育などは必要ない」というよう

な議論もある。これは AI と教育を対峙させる立場であるが，本研究の学術的な「問い」は，対
峙ではなく，教育現場における AI と教師の「共存」である。 
本研究は以下のような小学校外国語教育に関する問題に着目した。 

 
(1) 小学校の英語指導は主として担任が行うこととされているが，小学校教員の多くが英語を苦

手としている（英語の教員免許を有している教員は全国で 8％程度）。授業の際、この担任の
補助を AI が行うことができる可能性がある。 

(2) ALT の数が不足しているが，この代役を AI が担うことができる可能性がある。 
(3) 都市部の中・大規模校と比べると，離島やへき地などの小規模校においては，ALT が来ない

ことやコミュニケーション相手の固定化などの問題が見られるが，このような都市部と離
島・へき地の指導環境格差を，AI を利用して埋めることができる可能性がある。 

(4) 外国語が教科化される小学校 5・6 年生では，スピーキングのパフォーマンス・テストをど
のように実施するかが問題となっているが，AI の機能を使って有効なテストを実施するこ
とができる可能性がある。 

 
本研究の目的は，英語コミュニケーション能力を有した AI を製作し，教育現場に導入するこ

とでこれらの問題を解決を試みるとともに，小学校外国語教育における AI と教師との「共存」
の道を探るものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では(1)AI の製作と (2)その実証実験と検証という二つの側面がある。 
 
(1) AI の製作について 
① AI における会話資料の収集（小学校外国語教育における使用語彙や表現） 
② 児童特有の発想調査（ワードコネクションの調査） 
③ 試作版 AI の開発（以下イメージ） 
④ 英会話システムの実装 



 

 
 
(2) 開発した AI の実証実験とその検証について 
① 複数校で試作版 AI を授業で使用してもらう 

 
 
② その際，児童と教員に対してアンケートを実施し，実際に AI を使用した感想等について調

査する 
③ 児童の会話ログを見て会話の変化について調査する 
④ 実験結果を検証する 
 
 
４．研究成果 
(1) 小学校英語教科書（NEW HORIZON Elementary）の内容に沿い，児童の会話傾向にも配慮 
した英会話 AI を製作した。 

 



(2) AI に対して嫌悪感を抱いている教員が少なからず存在することがわかった 

 

 
(3) 児童は英会話 AI を使うことで英語コミュニケーション能力の伸長が期待できると感じてい
る。 
 
今日のアプリを使うと英語を聞く力が身につきそう 

 
(4) 会話ログより，児童は繰り返し会話することで発話量が増えたり，最初言えなかったことが
上手に言えるようになったりということが見受けられた。 

 
↓ 

 

時間 AIの発言（児童の反応） 児童の発言（AIの動作）
2022/9/13 10:23 6年生Unit1を選択

2022/9/13 10:23
Hello, my name is Emma. Nice to meet you,
B.So, how is the weather today?

2022/9/13 10:23 （何も答えることができなかった。） φ
2022/9/13 10:23 ログをセーブ

時間 AIの発言（児童の反応） 児童の発言（AIの動作）
2022/9/13 10:28 6年生Unit1を選択

2022/9/13 10:28
Hello, my name is Emma. Nice to meet you,
B.So, how is the weather today?

2022/9/13 10:29 It is sunny today.
2022/9/13 10:29 It is sunny today. （英語での認識）
2022/9/13 10:29 Sunny today！ （日本語での認識）
2022/9/13 10:29 Sunny today! （英語訳）
2022/9/13 10:29 It is sunny today. （最終的な認識）

2022/9/13 10:29
sunny! Thank you for teaching. It's fall now. I
know you like summer. Then, do you go to the
summer vacation?

2022/9/13 10:29 I go to the river.
2022/9/13 10:29 Chords to the river. （英語での認識）
2022/9/13 10:29 I go to the river （日本語での認識）
2022/9/13 10:29 I go to the river （英語訳）
2022/9/13 10:29 Chords to the river. （最終的な認識）

2022/9/13 10:29
river! That's nice. Thank you for teaching. That's
all for today. See you next time, B.

2022/9/13 10:29 ログをセーブ

Where did you go this 

基本統計量
n 中央値 25パーセンタイル 75パーセンタイル 四分位偏差 最大値 最小値

117 1 1 2 0.5 4 1



(5) これらの結果より，今後小学校外国語教育の現場に AI を導入する場合，AI が現場教員の
より頼りになるパートナーとして機能することを明らかにすることで，嫌悪感を払拭し，AI と
教員の「共存」が実現できる可能性があると考える。 
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